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要約 : スイ�トバジルの花芽の発達過程を光学顕微鏡と走査型電子顕微鏡を用いて観察した� 花芽発達段階
は� * : 未分化� + : 肥厚期� , : 分化初期� - : 分化期� . : がく片分化期� / : 花弁分化期� 0 : 雄ずい分化期�
1 : 雌ずい分化期と 2 : 雌ずい発達期の 3ステ�ジに分類できた� スイ�トバジルを昼温 -*��夜温 ,/�� +,

時間日長で栽培したところ� 花芽分化は播種 --日後に� 開花は播種 /2日後にみられた� スイ�トバジルの
子房の内部では .個の胚珠が発達したが� 子房壁はほとんど肥厚しなかった� 子房壁は肥大せずに .個の痩
果となり� 薄くて硬い子房壁が内部の種子を覆っていた�
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緒 言

スイ�トバジル �Ocimum basilicum L.� は熱帯アジア
原産のシソ科の +年生草本である� 人気のあるハ�ブの一
つであり� 葉をパスタやサラダなどの料理に利用する�
スイ�トバジルの属するシソ科の植物は� 表皮に腺毛を
形成し+*�� 腺毛の中に特有の芳香を放つ精油を蓄積する性
質を持つ� 精油は植物によって成分が異なり� スイ�トバ
ジルではmethyl chavicolや linalool, eugenolなどが主
成分である,, -��
スイ�トバジルの生体重あたりの精油含量は開花時に最
大となる+, .�ことが明らかとなっている� また� スイ�トバ
ジルの開花時期と精油収量は温度の影響を大きく受け
る/�� そのため� 最適な収穫時期を知ることは生産上重要
であり� スイ�トバジルでは栽培温度から開花時期を予測
することができると考えられる� そこで� 栽培温度の違い
が花芽分化時期に与える影響を検討した� また� 上述のス
イ�トバジルについての報告では� 花芽分化の経過につい
ての報告がされていないため� 発達段階ごとの花芽の形態
について観察した�

材料および方法

+330年 -月 ,1日にスイ�トバジル Ocimum basilicum

L. �藤田種子�株�� をシ�ドパンに播種した� 本葉 ,枚展
開時に直径 0 cmの黒色ポットに鉢上げし� 本葉 .枚展開
時に直径 +, cmの黒色ポットに定植した� +,時間日長�
PPF 0** mmol�m�,�s�+の人工光ファイトトロン �室内
+.0�,..�,.* m� で栽培し� 昼温�夜温を ,*�+/�� ,/�,*�
および -*�,/�とした� 赤土とバ�ク堆肥を , : +で混合
したものを用土とし� 用土 +* Lあたり硫安 / g, 過リン酸
石灰 -* g, 塩化カリウム ,gを全量元肥として施した� 本葉
0枚時 �播種後 ,/日目� から -	/株ずつを ,	-日おきに

採取して実体顕微鏡下で花芽を観察した� 同時に花芽の発
達を走査型電子顕微鏡 �日立 S-,+**B� で観察するため�
茎頂を ,�グルタ�ルアルデヒドと四酸化オスミウムで二
重固定し� エタノ�ルシリ�ズにより脱水した� その後�
エタノ�ルを酸イソアミルに置換して試料を臨界点乾燥
し� 試料台に固定してイオンスパッタ�でプラチナパラジ
ウムコ�ティングした�
内部形態を光学顕微鏡で観察するために� 同様にサンプ
リングした茎頂を FAA �ホルマリン : 酢酸 : /*�エタ
ノ�ル
/ : / : 3* v�v� で固定した� 固定したサンプルを
ブタノ�ルシリ�ズで脱水後パラフィン包埋し� 0 mmの
切片を作成した� 切片をキシロ�ル�エタノ�ルシリ�ズ
で脱パラフィンし� サフラニンで染色した�

結 果

花芽の発達段階を実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡で観察
した �図 +�� その結果� 花芽の発達段階は� * : 未分化か
ら� + : 肥厚期� , : 分化初期� - : 分化期� . : がく片分化期�
/ : 花弁分化期� 0 : 雄ずい分化期� 1 : 雌ずい分化期� 2 : 雌
ずい発達期 �花器完成期� までの 3段階に分類された�
花芽は各包葉腋に形成された� 各包葉の原基が分化した
後� この葉腋にド�ム状の肥厚 �花芽原基� が観察された
�+ : 肥厚期�� このド�ム状の花芽原基が肥大し始めると
ともに -個に分裂し始め �, : 分化初期�� その -個の分裂
が明瞭となった �- : 分化期�� その -個の中では中央の肥
厚が左右の原基よりも速く進んだ� 肥厚した -個の花芽原
基がほぼ完全に分離すると� この丸いド�ム状の花芽原基
の中央部を外部から包み込むようにがくの原基が分化した
�. : がく片分化期��がくの形成が進むとともに�その内側
にがく片の間に挟まるように花弁の原基が分化し �/ : 花
弁分化期�� さらにその内側に花弁と交互になるように雄
ずいの原基が分化した �0 : 雄ずい分化期�� がく片が全体
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を覆う頃には雄ずいの形成が進み� 最内部では雌ずいの原
基として心皮が ,枚分化した �1 : 雌ずい分化期�� 包葉に
包まれていた花芽は� 包葉がわずかに展開し始め� 小さな
花蕾として肉眼で観察できるようになった �2 : 雌ずい発
達期��
スイ�トバジルの花芽分化時期並びに発達速度は温度に
より異なった �図 ,��花芽分化は ,/�,*� -*�,/�で早かっ
た �表 +�� 第 +花の開花も ,/�,*�と -*�,/�で早く� 播
種 /2�/3日後にみられた�主茎の花芽分化節位は ,*�+/�
で最も低く� 0..節であった�
花芽発達段階における内部組織の状態を図 -に示した�
花芽発達段階で雄ずい分化期にあたる時期には� 雌ずい原
基の分化が始まっていた� このときの雌ずい原基の直径は
約 0* mmであった �図 -�+�� 雌ずい分化期には� 子房基部
の直径は約 +2* mmとなり� 内部には空洞が認められた
�図 -�,�� 子房頂部では主茎に対して直角方向に ,裂した
柱頭が認められた �図 -�-�� 子房部の直径が -** mmを越
える頃に� 胚珠の形成がみられた� 花柱の伸長とともに胚
珠の肥大が進み� 花柱の先端の切れ込みが深くなった �図
-�.�� 胚珠の発達とは対照的に� 子房壁では肥厚がほとん

ど見られず� ,* mmと非常に薄い状態で子房組織を取り囲
んでいた �図 -�/� -�0��開花時の子房は�長さ +./ mm, 幅
+.* mm程度の大きさで�白色であった�開花時の子房壁の

図 + スイ�トバジルの花芽発達の各段階

図 , スイ�トバジルの花芽発達段階の推移に及ぼす
温度の影響 �n�-�
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厚みは ,* mmでほとんど発達していなかった� スイ�トバ
ジルの開花後は� 花弁�雄ずい�花柱が脱落し� がくに包
まれた状態で子房の発達が進み� 白かった子房壁が濃い緑
色に着色した� その後� 子房壁は黒色の硬い果皮となり�
うすい外果皮� 中果皮� 内果皮をもつ痩果となった� 痩果
の大きさは� 長さが約 ,.* mm, 幅が約 +.- mmであり�
+,***粒重は約 +.2, gであった�

考 察

スイ�トバジルの花芽分化の兆候は ,/� -*�の条件で
播種 --日後に見られた� これより遅れた ,*�でも� 播種
-3日に分化が確認されていることから�スイ�トバジルは
本実験範囲では播種後およそ -/日前後で花芽分化を起こ
す性質であると思われる� 花芽発達速度は� 温度が低くな
るほど遅くなる傾向が認められた� 栽培時の平均気温が
,,./�以上ならば� 収穫目安である開花は播種およそ 0*

日後となり� 温度が下がるほど開花は遅れることが判明し
た�
花芽の分化節位は ,*�+/�で最も低かった� 植物の齢か

らみると� 最も幼齢で花芽を分化した� しかし� 幼齢であ
るため着葉数や分枝が少なく� また� 低温では分化後の花
芽の発達が遅く� 生体重あたりの精油含量も低くなる0�こ
とから� スイ�トバジル栽培には ,*�以上の高温が適し
ていると思われる�
スイ�トバジルの果実は� 果皮の極めて薄い痩果であ

り2�� .個の種子を形成する� 黒色で硬い果皮に包まれた果
実が� 内部に +個の種子を有しており� スイ�トバジルで
はこの果実が� いわゆる種子とみなされている� このよう
な特徴を花芽の発達過程の解剖学的所見から見ると� 次の
ように考えられる�
果皮にあたる子房壁の形成は� 雌ずい形成期に開始され
る� しかし� 子房内部に形成された .個の胚珠が極めて旺
盛に生育するのに対し� 子房壁は厚さが ,* mmに達した後
はほとんど肥厚しない� この子房壁と胚珠の発達様式の相
違が� .個の卵形のスイ�トバジル特有の痩果の形状をも
たらしているものと思われた�
スイ�トバジルの種子形成では子房壁の変化が少なく�
子房壁が薄い果皮となり� 更に薄い種皮を持つ種子を包み

表 + 花芽の分化と発達に及ぼす温度の影響

図 - スイ�トバジルの花芽の内部組織の発達段階
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こむ� また� 胚乳の少ない種子を形成する2�� この種子は�
開花後およそ -*日で成熟して落果がはじまる� 同じシソ
科のサルビアの胚珠も約 ,/日で成熟する/�� それに対し�
ダイズの種子の成熟には約 0*日1�� キュウリでは .*日を
必要としており3�シソ科よりも長い� シソ科の種子は子房
壁が薄く� 胚乳をほとんど持たないため� これらの発達の
ための時間をあまり必要とせず� このことが種子成熟まで
の期間を短くしている要因と推定される� 今後� シソ科植
物の子房壁の厚さと種子成熟日数の関係について検討する
必要があると考えられる�
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Morphological Study of Flower Bud Development

of Sweet Basil (Ocimum basilicum L.)

By
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Summary : Flower bud development of sweet basil was observed by using scanning electron micro-

scope and optical microscope. Floral stages of sweet basil were divided into 3 stages : *) vegetative

stage, +) thickening stage, ,) pre-di#erentiation stage, -) di#erentiation stage, .) sepal di#erentiation

stage, /) petal di#erentiation stage, 0) stamen di#erentiation stage, 1) pistil di#erentiation stage and 2)

pistil development stage. Flower bud di#erentiation occurred at -- days and bloomed /2 days after

sowing under -*� daytime and ,/� nighttime temperature, respectively. Regarding sweet basil,

since the ovary wall was thin, each ovary developed like the shape of ovules. Sweet basil is an

indehiscent fruit plant and makes achenes. A thin and hard mericarp enclosed the inner seed.

Key Words : flower bud development, sweet basil, ovary, ovary wall

* Department of Agriculture, Faculty of Agriculture, Tokyo University of Agriculture

市村�野口46


